
 
 

第１８期（令和２年度）決算内容のご報告 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単体自己資本比率（令和 3 年 3 月 31 日現在） 

・14.31％   国内基準 4％以上 

ＪＡバンク自主基準 8％以上 

収支の状況   令和 2 年 4 月 1 日から 

令和 3 年 3 月 31 日まで 

・事業総利益   18,189 百万円 

・事業管理費   14,745 百万円 

・事業利益      3,444 百万円 

・税引前当期利益 4,352 百万円 

・当期剰余金     3,353 百万円 

 

事業実績（令和 3 年 3 月 31 日現在） 

・販売品取扱高（農畜産物） 3,115 百万円 

・購買取扱高（※）                         13,642 百万円 

・貯金残高 1,793,731 百万円 

・貸出金残高  653,309 百万円 

・長期共済新契約高  291,730 百万円 

※購買取扱高は、生産資材・生活物資・斡旋購買（施設）の合計額です。 

剰余金の概要  

・当期未処分剰余金   6,693,913,341 円 

・剰余金処分額      3,419,581,333 円 

・次期繰越剰余金     3,274,332,008 円 



 

 

（単位：円） 

（注） 

1．出資配当は年 3％の割合です。 

2．事業の利用分量に対する配当金の基準は次のとおり 

とし、それぞれの年間平均残高 50万円以上を対象と 

します。 

(1) 定期貯金の平均残高に対し年 0.11％ 

(2) 定期積金の掛込平均残高に対し年 0.03％ 

(3) 普通貯金の平均残高に対し年 0.01％ 

3．次期繰越剰余金には、営農指導、生活・文化改善の 

事業の費用に充てるための繰越額 170百万円が含まれ 

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※詳細な決算内容につきましては、当ＪＡホームページにディスクロージャー誌を掲載いたしますのでご参照 

願います。（令和 3年 7月 26日掲載予定） 

科   目 金  額 

1．当期未処分剰余金 6,693,913,341 

2．剰余金処分額 3,419,581,333 

 (1)任意積立金 2,356,226,748 

  ①事業基盤強化積立金 1,500,000,000 

  ②支部組織活性化対策積立金 72,175,886 

  ③農業経営安定緊急支援対策積立金 309,563,600 

  ④横浜農業強化対策積立金 374,487,262 

⑤周年事業積立金 100,000,000 

 (2)出資配当金 363,531,985 

(3)事業分量配当金 699,822,600 

3．次期繰越剰余金 3,274,332,008 

剰余金処分計算書 

貸 借 対 照 表 損 益 計 算 書 


